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野 
 
【背景】 
西洋人を対象に実施された牛乳摂取と総死亡率の関連性に関する研究の結果は一致してお

らず、また、日本人においてこの関連は、まだ調べられていない。本研究の目的は、日本人

の牛乳飲用と総死亡、循環器疾患死亡、がん死亡との関連性を調べることである。 
 
【方法】 
JACC 研究の 1988 年から 2009 までの追跡データを用いた。がん、心血管疾患既往がなく、

ベースライン時に 40-79 歳であった 94,980 人を解析対象者とした。牛乳を全く飲まない群

を基準として、多変量調整ハザード比と 95％信頼区間を、Cox 比例ハザードモデルにより

推定した。 
 
【結果】 
中央値で 19 年の追跡期間中に、計 21,775 例の死亡が確認された（内、循環器疾患死亡が

28.8%、がん死亡が 35.3%）。牛乳を全く飲まない男性に比べて、月に 1～2 回牛乳を飲用す

る男性の総死亡率は有意に低かった（ハザード比：0.92、95%信頼区間：0.85 – 0.99）。ま

た牛乳を全く飲まない女性に比べて、週に 3~4 回牛乳を飲用する女性の層死亡率は有意に

低かった（ハザード比：0.91、95%信頼区間：0.85 – 0.98）。一方、牛乳飲用と循環器疾患

死亡率やがん死亡率との負の関連性は、男性のみにおいて認められた。 
 
【結論】 
牛乳を全く飲まない男性に比べて、月に 1～2 回以上飲用する男性では、総死亡率が有意に

低かった。この関連性は、牛乳飲用と循環器疾患死亡率との負の関連性、牛乳飲用とがん死

亡率との負の関連性と一致すると考えられた。一方、女性では、牛乳飲用と総死亡率との負

の関連性は週 3~4 回摂取する群だけで認められた。 


